
①

及

び

②

議

案

で

は

、

元

年

度

の

活

動

成

果

、

特

に

各

地

区

防

衛

協

会

の

積

極

的

活

動

と

協

力

に

よ

り

、

各

地

区

協

会

等

が

積

極

的

に

防

衛

講

演

会

・

講

話

を

開

催

し

た

こ

と

、

自

衛

隊

の

募

集

業

務

に

協

力

し

た

こ

と

、

当

協

会

及

び

自

衛

隊

の

実

施

す

る

行

事

等

に

多

く

の

会

員

等

が

積

極

的

に

参

加

し

、

部

隊

・

隊

員

を

激

励

・

支

援

し

た

こ

と

、

ま

た

、

会

勢

拡

大

強

化

の

成

果

と

し

て

、

新

た

に

新

宿

区

防

衛

協

会

が

設

立

・

入

会

し

た

こ

と

、

一

部

の

特

別

会

員

の

退

会

・

減

額

等

が

あ

っ

た

も

の

の

、

当

協

会

の

活

動

に

賛

同

し

て

多

く

の

特

別

会

員

が

入

会

し

た

こ

と

及

び

既

入

会

の

特

別

会

員

に

よ

る

多

額

の

寄

付

に

よ

り

財

政

面

で

の

改

善

に

寄

与

し

た

こ

と

等

を

記

述

し

て

い

ま

す

。

③

及

び

④

議

案

で

は

、

２

年

度

も

各

地

区

協

会

と

連

携

し

て

引

き

続

き

会

勢

拡

大

に

努

力

す

る

こ

と

、

都

内

各

地

区

を

担

当

す

る

自

衛

隊

部

隊

及

び

東

京

地

本

事

務

所

等

と

地

区

協

会

の

連

携

強

化

に

努

め

、

厳

し

い

自

衛

官

募

集

に

協

力

す

る

こ

と

、

当

協

会

及

び

自

衛

隊

の

実

施

す

る

各

種

行

事

等

を

地

区

協

会

・

特

別

会

員

に

き

め

細

か

く

案

内

し

、

自

衛

隊

の

激

励

・

支

援

活

動

の

更

な

る

活

性

化

に

努

め

る

こ

と

、

そ

の

た

め

に

事

務

局

態

勢

の

強

化

及

び

必

要

な

予

算

措

置

を

講

じ

る

こ

と

等

を

記

述

し

て

い

ま

す

。

⑤

議

案

で

は

、

理

事

の

改

選

（

２

年

度

は

理

事

の

改

選

年

度

）

案

に

つ

い

て

記

述

し

て

い

ま

す

。

各

理

事

の

書

面

決

議

に

よ

り

、

こ

れ

ら

の

審

議

案

件

が

５

月

の

総

会

に

上

程

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

２

年

度

４

月

～

６

月

に

予

定

さ

れ

て

い

る

東

京

都

防

衛

協

会

の

主

要

な

行

事

は

次

の

と

お

り

で

す

。

〇

４

月

13

日

（

月

）

事

務

局

長

会

（

東

京

洋

服

会

館

）

青

年

部

会

総

会

（

東

京

洋

服

会

館

）

〇

５

月

28

日

（

木

）

第

55

回

定

期

総

会

（

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

）
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〈令和２年（２０２０年）４月１日〉

○○○○東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会はははは、、、、区区区区市市市市町町町町村村村村のののの民民民民間間間間のののの有有有有志志志志でででで構構構構成成成成

さささされれれれてててていいいいるるるる地地地地区区区区協協協協会会会会をををを中中中中心心心心にににに、、、、昭昭昭昭和和和和44441111年年年年３３３３月月月月にににに結結結結

成成成成さささされれれれたたたた任任任任意意意意のののの団団団団体体体体でででですすすす。。。。

○○○○「「「「自自自自分分分分のののの国国国国はははは自自自自分分分分でででで守守守守るるるる」」」」のののの気気気気概概概概ををををももももっっっってててて、、、、広広広広くくくく

都都都都民民民民のののの間間間間にににに防防防防衛衛衛衛意意意意識識識識のののの普普普普及及及及高高高高揚揚揚揚をををを図図図図るるるるととととととととももももにににに自自自自

衛衛衛衛隊隊隊隊をををを激激激激励励励励支支支支援援援援ししししててててそそそそのののの充充充充実実実実発発発発展展展展にににに寄寄寄寄与与与与すすすするるるるよよよようううう

なななな広広広広範範範範なななな活活活活動動動動をををを続続続続けけけけてててていいいいまままますすすす。。。。
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協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

春

、

桜

の

季

節

で

す

。

昨

年

の

秋

ラ

グ

ビ

ー

の

Ｗ

杯

に

お

い

て

、

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

、

ス

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

等

を

破

り

初

め

て

ベ

ス

ト

８

に

入

っ

た

日

本

代

表

た

ち

の

胸

に

咲

い

て

い

た

の

も

桜

で

し

た

。

そ

の

躍

進

の

原

動

力

と

な

っ

た

の

は

、

昨

年

の

新

語

・

流

行

語

大

賞

に

も

な

っ

た

「

ワ

ン

チ

ー

ム

」

で

あ

る

と

、

選

手

や

コ

ー

チ

陣

も

コ

メ

ン

ト

し

て

お

り

ま

し

た

。

同

時

に

「

簡

単

に

ワ

ン

チ

ー

ム

と

口

に

し

て

ほ

し

く

な

い

」

と

も

話

し

て

お

り

ま

し

た

。

彼

ら

は

、

家

族

、

仕

事

、

自

分

の

夢

な

ど

全

て

を

犠

牲

に

し

て

、

Ｗ

杯

の

年

だ

け

で

も

２

４

０

日

に

及

ぶ

合

宿

で

の

ハ

ー

ド

ワ

ー

ク

を

経

て

、

苦

楽

を

共

に

し

た

か

ら

こ

そ

「

家

族

」

に

な

れ

た

、

「

ワ

ン

チ

ー

ム

」

に

な

れ

た

と

語

っ

て

お

り

ま

し

た

。

そ

し

て

も

う

一

つ

印

象

に

残

っ

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

合

宿

中

に

は

、

選

手

と

コ

ー

チ

陣

の

対

立

も

あ

り

、

ま

た

選

手

同

士

の

す

れ

違

い

も

あ

っ

た

。

し

か

し

、

そ

の

都

度

話

し

合

い

を

重

ね

乗

り

越

え

て

い

っ

た

そ

う

で

す

。

「

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

本

当

に

大

事

だ

っ

た

」

と

述

懐

し

て

お

り

ま

し

た

。

「

厳

し

い

訓

練

」

と

「

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

」

あ

っ

て

の

「

ワ

ン

チ

ー

ム

」

だ

っ

た

の

で

す

。

簡

単

に

で

き

上

が

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

訳

で

す

。

「

和

を

も

っ

て

貴

し

と

な

す

」

聖

徳

太

子

の

十

七

条

憲

法

の

冒

頭

の

言

葉

と

し

て

有

名

な

「

和

」

と

い

う

こ

の

言

葉

は

、

日

本

人

の

精

神

を

表

す

言

葉

と

し

て

よ

く

引

用

さ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

こ

の

「

和

」

と

い

う

も

の

を

た

だ

単

に

、

争

い

を

避

け

、

他

に

迎

合

す

る

こ

と

と

捉

え

て

い

る

い

る

方

が

多

い

よ

う

な

気

が

し

ま

す

。

こ

の

「

和

」

と

い

う

言

葉

を

も

う

少

し

ひ

も

と

く

と

、

「

君

子

は

和

し

て

同

ぜ

ず

、

小

人

は

同

じ

て

和

せ

ず

」

（

論

語

）

の

言

葉

に

行

き

着

き

ま

す

。

孔

子

は

、

「

和

」

と

「

同

」

を

区

別

し

て

考

え

て

い

ま

す

。

つ

ま

り

孔

子

に

お

け

る

「

和

」

は

、

相

手

に

簡

単

に

合

わ

せ

る

こ

と

で

は

な

く

、

相

手

を

よ

く

理

解

し

、

互

い

の

相

違

を

認

め

合

っ

た

う

え

で

調

和

す

る

こ

と

な

の

で

す

。

桜

戦

士

は

、

こ

の

「

和

」

を

実

践

し

て

い

た

の

で

す

。

ま

た

、

相

手

を

よ

く

理

解

し

互

い

の

相

違

を

認

め

あ

う

た

め

に

は

、

生

ま

れ

た

国

も

育

っ

た

環

境

も

文

化

も

違

う

選

手

・

コ

ー

チ

た

ち

が

互

い

に

理

解

し

認

め

る

こ

と

も

重

要

な

要

素

で

し

た

。

正

に

「

ダ

イ

バ

ー

シ

テ

ィ

（

多

様

性

）

」

の

実

践

で

す

。

桜

戦

士

た

ち

は

、

大

変

な

試

練

を

経

て

、

「

和

」

を

創

り

上

げ

「

ビ

ク

ト

リ

ー

・

ロ

ー

ド

」

を

歌

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

桜

戦

士

の

言

葉

に

改

め

て

「

和

」

の

神

髄

を

感

じ

た

次

第

で

す

。

自

衛

隊

員

た

ち

も

ま

た

「

和

」

を

求

め

ら

れ

ま

す

。

最

前

線

か

ら

後

方

に

わ

た

り

実

に

多

く

の

役

割

を

担

う

隊

員

が

、

平

素

の

厳

し

い

訓

練

を

経

て

、

他

の

隊

員

た

ち

の

役

割

を

理

解

し

尊

重

し

、

そ

し

て

何

よ

り

も

与

え

ら

れ

た

自

分

の

職

務

を

全

う

す

る

こ

と

で

任

務

達

成

に

邁

進

す

る

。

そ

ん

な

自

衛

隊

員

を

誇

り

に

思

い

、

彼

ら

が

胸

を

張

っ

て

活

動

で

き

る

よ

う

「

市

民

と

自

衛

隊

員

の

か

け

は

し

」

と

し

て

の

役

割

を

果

た

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

（

元

陸

自

富

士

学

校

長

）

桜桜桜桜

戦戦戦戦

士士士士

のののの

神神神神

髄髄髄髄

理理理理

事事事事

長長長長

武武武武

内内内内

誠誠誠誠

一一一一

防防防防衛衛衛衛ササササロロロロンンンン

平成２８年７月に東京都防衛協会会報

第１号を発行して以降号数を重ね、令和

元年１月には第１５号を発行することが

できました。この間の会員各位の温かい

ご支援・ご協力に厚く感謝申し上げます。

さて、当防衛協会の財政状況の改善に

寄与するため、今回の第１６号から会報

の編集要領を変更させていただくことと

なりました。紙面数が減少しますが、皆

様に喜んで読んでいただけるよう内容の

充実に努力してまいりますので今後とも

温かいご支援・ご協力を賜りますようお

願いいたします。

会報担当 渡邊元旦

東

京

都

防

衛

協

会

（

会

長

佃

和

夫

）

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

防

止

に

配

慮

し

、

３

月

12

日

に

予

定

し

て

い

た

理

事

会

を

中

止

し

ま

し

た

。

こ

の

た

め

、

５

月

28

日

（

木

）

に

予

定

し

て

い

る

第

55

回

定

期

総

会

に

上

程

す

る

審

議

案

件

①

令

和

元

年

度

事

業

報

告

及

び

②

同

収

支

決

算

書

、

③

令

和

２

年

度

事

業

計

画

（

案

）

及

び

④

同

収

支

予

算

書

（

案

）

、

⑤

役

員

人

事

（

案

）

を

理

事

会

資

料

と

し

て

各

理

事

に

送

付

し

、

各

理

事

か

ら

の

「

議

決

権

行

使

書

・

委

任

状

」

の

提

出

を

受

け

て

議

決

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

会会会会

勢勢勢勢

拡拡拡拡

大大大大

・・・・

地地地地

区区区区

協協協協

会会会会

とととと

自自自自
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隊隊隊隊

部部部部

隊隊隊隊

とととと

のののの
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強強強強
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〇〇〇〇 新新新新型型型型ココココロロロロナナナナウウウウイイイイルルルルススススのののの感感感感染染染染がががが拡拡拡拡大大大大すすすするるるる中中中中、、、、防防防防衛衛衛衛省省省省はははは、、、、

令令令令和和和和２２２２年年年年度度度度のののの富富富富士士士士総総総総合合合合火火火火力力力力演演演演習習習習のののの詳詳詳詳細細細細ににににつつつついいいいてててて、、、、３３３３月月月月中中中中

にににに公公公公表表表表すすすするるるる予予予予定定定定ととととししししてててていいいいまままますすすす。。。。

〇〇〇〇 演演演演習習習習のののの詳詳詳詳細細細細がががが明明明明ららららかかかかににににななななりりりりままままししししたたたたらららら、、、、東東東東京京京京都都都都防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会

ホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジ等等等等ででででおおおお知知知知ららららせせせせししししまままますすすす。。。。

ＨＨＨＨＰＰＰＰアアアアドドドドレレレレスススス ：：：： wwwwwwwwwwww....ttttddddaaaa....ttttooookkkkyyyyoooo

〇〇〇〇 ４４４４月月月月１１１１２２２２日日日日（（（（日日日日））））にににに予予予予定定定定ししししてててていいいいたたたた行行行行事事事事はははは中中中中止止止止ににににななななりりりりまままま

ししししたたたたののののででででごごごご注注注注意意意意くくくくだだだだささささいいいい。。。。

令令令令和和和和２２２２年年年年度度度度富富富富士士士士総総総総合合合合火火火火力力力力演演演演習習習習

令和２年２月５日付で、新宿区防衛協会が東京都防衛協会に

入会しました。会長に大家章嘉氏、事務局長に樋山真一氏が就

任しました。

我が国の防衛・安全保障の中枢である防衛省・自衛隊が所在

する新宿区に防衛協会が発足したことは誠に意義深く、入会を

心から歓迎いたします。

新新新新宿宿宿宿区区区区防防防防衛衛衛衛協協協協会会会会のののの入入入入会会会会をををを心心心心かかかからららら歓歓歓歓迎迎迎迎ししししまままますすすす！！！！
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１

月

29

日

、

幕

張

メ

ッ

セ

、

千

葉

県

救

急

医

療

セ

ン

タ

ー

、

津

田

沼

浄

化

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

行

わ

れ

た

千

葉

県

国

民

保

護

共

同

実

動

訓

練

に

師

団

司

令

部

、

第

１

普

通

科

連

隊

、

第

１

後

方

支

援

連

隊

、

第

１

飛

行

隊

が

参

加

し

た

。

本

訓

練

は

、

東

京

２

０

２

０

オ

リ

・

パ

ラ

競

技

会

を

見

据

え

、

開

催

会

場

で

の

実

動

機

関

の

初

動

対

処

能

力

の

向

上

及

び

関

係

機

関

と

の

連

携

の

強

化

を

図

る

目

的

で

行

わ

れ

た

。

そ

の

な

か

で

、

師

団

司

令

部

は

、

現

地

調

整

所

に

お

け

る

活

動

全

般

の

調

整

を

、

第

１

後

方

支

援

連

隊

は

、

ト

リ

ア

ー

ジ

と

患

者

の

応

急

救

護

及

び

患

者

輸

送

を

、

第

１

飛

行

隊

は

、

救

急

セ

ン

タ

ー

へ

Ｕ

Ｈ

‐

１

を

も

っ

て

患

者

空

輸

を

、

第

１

普

通

科

連

隊

は

、

警

察

と

連

携

し

て

施

設

内

か

ら

非

難

し

た

民

間

人

の

輸

送

警

護

を

行

っ

た

。

各

部

隊

は

現

地

連

絡

調

整

所

に

お

い

て

関

係

機

関

と

積

極

的

に

調

整

を

行

い

、

東

京

２

０

２

０

オ

リ

・

パ

ラ

に

向

け

た

準

備

を

着

々

と

進

め

て

い

る

。

第

１

施

設

大

隊

は

１

月

20

日

か

ら

24

日

の

間

、

荒

川

河

川

敷

に

お

い

て

「

令

和

元

年

度

大

隊

漕

舟

競

技

会

及

び

施

設

合

同

訓

練

記

録

会

」

を

実

施

し

た

。

本

競

技

会

と

記

録

会

は

、

第

１

施

設

大

隊

及

び

各

部

隊

の

施

設

隊

員

の

渡

河

作

業

、

特

に

漕

舟

練

度

の

向

上

を

図

る

と

と

も

に

、

各

部

隊

・

中

隊

の

団

結

の

強

化

及

び

隊

員

の

士

気

の

高

揚

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

施

設

大

隊

の

中

隊

（

４

コ

中

隊

）

対

抗

で

行

わ

れ

る

第

１

施

設

大

隊

の

部

と

、

第

１

普

通

科

連

隊

と

第

１

特

科

隊

の

合

同

チ

ー

ム

、

第

32

普

通

科

連

隊

、

第

34

普

通

科

連

隊

（

４

コ

部

隊

３

コ

チ

ー

ム

）

に

よ

る

施

設

合

同

訓

練

の

部

に

区

分

し

て

行

わ

れ

た

。

22

日

の

競

技

会

前

日

に

は

、

大

庭

師

団

長

が

訓

練

及

び

機

航

（

げ

ん

外

機

の

操

作

）

の

練

度

判

定

の

現

場

を

視

察

す

る

と

と

も

に

、

23

日

の

競

技

会

及

び

記

録

会

に

臨

む

隊

員

を

激

励

し

た

。

23

日

の

競

技

会

及

び

記

録

会

は

、

約

２

・

５

㌔

の

コ

ー

ス

で

行

わ

れ

、

第

１

施

設

大

隊

の

部

で

は

、

第

３

中

隊

が

、

施

設

合

同

訓

練

の

部

で

は

、

第

１

普

通

科

連

隊

と

第

１

特

科

隊

の

合

同

チ

ー

ム

が

優

勝

し

た

。

今

回

合

同

チ

ー

ム

と

な

っ

た

第

１

特

科

隊

の

尾

沼

士

長

は

「

当

初

、

船

の

組

み

立

て

方

、

漕

ぎ

方

も

解

ら

ず

苦

労

し

た

が

、

訓

練

を

通

じ

て

学

ぶ

こ

と

が

で

き

た

。

記

録

会

で

は

１

連

隊

の

隊

員

、

部

隊

の

先

輩

隊

員

と

一

致

団

結

し

て

優

勝

を

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

こ

の

経

験

を

基

に

、

も

っ

と

技

術

を

向

上

さ

せ

て

い

き

た

い

」

と

話

し

た

。

（

第

１

師

団

広

報

班

）

奥

多

摩

町

防

衛

協

会

で

は

一

昨

年

度

よ

り

町

内

視

察

を

始

め

賛

助

会

員

の

「

奥

多

摩

工

業

㈱

・

天

祖

山

採

掘

場

」

を

視

察

い

た

し

、

日

原

奥

山

の

渓

谷

美

と

採

掘

場

の

規

模

の

大

き

さ

に

驚

嘆

し

知

見

を

得

ま

し

た

。

今

年

度

町

内

視

察

は

台

風

19

号

の

影

響

に

よ

り

や

む

な

く

中

止

と

し

ま

し

た

。今

回

の

台

風

19

号

は

奥

多

摩

町

に

お

い

て

も

各

所

で

土

砂

流

出

、

河

川

洗

堀

・

道

路

崩

壊

、

断

水

、

停

電

等

を

も

た

ら

し

、

特

に

日

原

街

道

で

は

約

70

ｍ

に

わ

た

っ

て

洗

堀

・

崩

壊

し

、

日

原

地

区

が

孤

立

し

ま

し

た

。

幸

い

に

も

小

池

東

京

都

知

事

が

３

回

に

も

わ

た

り

視

察

に

見

え

ら

れ

、

東

京

都

と

都

議

会

に

お

い

て

復

興

補

正

予

算

に

よ

り

対

応

を

賜

り

ま

し

た

。

ま

た

自

衛

隊

第

１

師

団

に

於

か

れ

て

は

災

害

派

遣

出

動

で

古

里

小

学

校

校

庭

に

温

泉

『

練

馬

の

湯

』

を

設

営

し

大

変

喜

ば

れ

ま

し

た

。

一

住

民

と

し

て

も

感

謝

を

申

し

上

げ

る

次

第

で

あ

り

ま

す

。

今

後

益

々

防

衛

防

災

の

意

識

啓

発

は

大

事

と

な

り

ま

す

が

、

「

和

と

絆

」

を

大

事

に

O
n
e
-
T
e
a
m

と

な

り

防

衛

協

会

活

動

に

力

を

入

れ

て

参

り

た

い

と

存

じ

ま

す

。

会

長

石

田

芳

英

昨

年

5

月

1

日

に

天

皇

陛

下

が

即

位

さ

れ

、

元

号

が

令

和

と

な

り

、

10

月

の

22

日

は

即

位

礼

正

殿

の

儀

が

執

り

行

わ

れ

ま

し

た

。

祝

意

の

元

、

諸

外

国

の

賓

客

が

大

勢

日

本

を

訪

れ

ま

し

た

。

そ

の

方

々

を

国

と

し

て

迎

え

、

自

衛

隊

の

儀

仗

隊

が

閲

兵

を

受

け

る

時

や

祝

砲

を

放

つ

と

き

、

日

本

が

国

威

を

あ

げ

て

即

位

礼

正

殿

の

儀

を

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

を

強

く

感

じ

取

れ

ま

し

た

。

そ

の

国

事

行

為

の

一

端

を

自

衛

隊

が

担

っ

て

い

る

こ

と

に

敬

意

を

表

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

新

し

い

時

代

令

和

に

な

っ

た

こ

と

か

ら

、

新

し

い

時

代

の

防

衛

協

会

と

は

ど

の

よ

う

に

あ

る

べ

き

か

を

考

え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

昭

和

37

年

に

練

馬

区

防

衛

協

会

が

生

ま

れ

た

と

き

は

、

自

衛

隊

又

は

そ

の

関

係

者

に

請

わ

れ

て

創

立

し

、

事

務

も

自

衛

隊

内

で

長

年

行

わ

れ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

し

か

し

近

年

は

、

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

の

名

の

元

、

会

の

運

営

に

は

直

接

関

与

し

な

い

方

向

性

が

打

ち

出

さ

れ

、

防

衛

協

会

と

し

て

も

支

援

の

在

り

方

を

ど

の

よ

う

に

す

べ

き

か

を

、

し

っ

か

り

整

理

を

す

る

時

代

な

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

長

い

歴

史

を

持

つ

防

衛

協

会

と

近

年

創

立

さ

れ

た

防

衛

協

会

と

で

は

、

事

務

の

在

り

方

も

会

の

進

め

方

も

違

う

の

だ

と

思

い

ま

す

。

今

年

は

、

生

ま

れ

変

わ

る

練

馬

区

防

衛

協

会

と

し

て

駒

を

進

め

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

ご

支

援

の

ほ

ど

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

会

長

村

上

悦

栄

１

月

20

日

（

月

）

自

衛

隊

荒

川

区

協

力

会

（

荒

川

区

防

衛

協

会

）

で

は

新

年

防

衛

講

話

研

修

を

開

催

し

ま

し

た

。

例

年

年

末

の

12

月

に

開

催

し

て

い

ま

し

た

が

、

昨

年

は

台

風

19

号

、

21

号

に

よ

る

災

害

派

遣

や

そ

の

他

諸

般

の

事

情

に

よ

り

一

ヵ

月

延

期

し

て

開

催

す

る

こ

と

と

成

り

ま

し

た

。講

師

は

小

倉

第

１

普

通

科

連

隊

長

｡

連

隊

長

は

昨

年

８

月

に

着

任

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

参

加

者

の

多

く

は

初

め

て

会

う

、

と

い

う

事

で

自

己

紹

介

か

ら

始

ま

り

略

歴

も

話

さ

れ

ま

し

た

。

講

話

は

「

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

」

、

「

30

大

綱

に

基

づ

く

陸

上

自

衛

隊

の

取

り

組

み

」

そ

し

て

「

第

１

普

通

科

連

隊

の

取

り

組

み

」

等

で

あ

り

ま

し

た

。

簡

潔

に

説

明

戴

け

た

の

で

理

解

し

や

す

い

内

容

で

し

た

。

会

員

か

ら

も

「

大

変

参

考

に

成

っ

た

」

「

世

界

は

色

々

な

危

機

が

進

行

し

て

い

る

」

「

ニ

ュ

ー

ス

だ

け

で

は

分

か

ら

な

い

こ

と

が

理

解

で

き

た

」

等

々

の

意

見

が

聞

か

れ

、

大

変

有

意

義

な

講

話

で

あ

っ

た

と

感

じ

ま

し

た

。

尚

、

当

会

で

は

年

２

回

の

講

話

と

１

回

の

部

隊

視

察

に

は

会

員

の

希

望

を

聞

き

実

施

し

て

い

ま

す

。

次

回

講

話

は

５

月

18

日

開

催

し

ま

す

。

会

長

片

岡

正

光

地区防衛協会コーナー

奥

多

摩

町

練

馬

区

荒

川

区

日日日日原原原原街街街街道道道道 洗洗洗洗堀堀堀堀・・・・崩崩崩崩壊壊壊壊

東東東東

京京京京

２２２２

００００

２２２２

００００

オオオオ

リリリリ

・・・・

パパパパ

ララララ

見見見見

据据据据

ええええ

てててて

関関関関

係係係係

機機機機

関関関関

とととと

連連連連

携携携携

をををを

強強強強

化化化化

輸輸輸輸送送送送警警警警護護護護訓訓訓訓練練練練ををををすすすするるるる１１１１普普普普連連連連

講講講講師師師師中中中中のののの小小小小倉倉倉倉好好好好文文文文連連連連隊隊隊隊長長長長

第

１

音

楽

隊

は

１

月

24

日

、

光

が

丘

Ｉ

Ｍ

Ａ

ホ

ー

ル

（

練

馬

区

）

に

お

い

て

第

５

回

室

内

楽

演

奏

会

を

実

施

し

た

。

室

内

楽

と

は

小

編

成

で

の

重

奏

で

あ

り

、

本

演

奏

会

は

10

組

に

よ

る

演

奏

が

行

わ

れ

た

。

普

段

聴

く

こ

と

の

で

き

な

い

パ

ー

ト

ご

と

に

分

か

れ

た

演

奏

や

、

小

編

成

の

多

重

奏

に

、

会

場

に

集

ま

っ

た

大

勢

の

観

客

は

大

き

な

拍

手

を

送

っ

て

い

た

。

特

に

第

２

部

で

演

奏

さ

れ

た

打

楽

器

５

重

奏

「

Ｈ

ｅ

ａ

ｄ

ｓ

Ｕ

ｐ

！

」

は

、

自

作

の

楽

器

を

使

用

し

て

演

奏

す

る

ほ

か

、

観

客

席

ま

で

隊

員

が

移

動

し

て

間

近

で

演

奏

す

る

等

、

一

体

感

を

感

じ

さ

せ

る

楽

し

い

演

出

と

な

っ

た

。

第第第第

５５５５

回回回回

室室室室

内内内内

楽楽楽楽

演演演演

奏奏奏奏

会会会会

打打打打楽楽楽楽器器器器５５５５重重重重奏奏奏奏

１１１１

普普普普

連連連連

・・・・

１１１１

特特特特

合合合合

同同同同

チチチチ

ーーーー

ムムムム

記記記記

録録録録

会会会会

制制制制

すすすす
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TTTTwwwwiiiitttttttteeeerrrr

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

本

部

長

岸

良

知

樹

陸

将

補

は

１

月

８

日

、

東

京

都

江

東

区

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ラ

ジ

オ

局

レ

イ

ボ

ー

タ

ウ

ン

Ｆ

Ｍ

の

「

大

江

戸

ワ

イ

ド

ス

ー

パ

ー

モ

ー

ニ

ン

グ

」

に

出

演

し

た

。

冒

頭

、

昨

年

の

台

風

被

害

に

伴

い

自

衛

隊

が

実

施

し

た

災

害

対

応

の

内

容

を

紹

介

す

る

と

と

も

に

、

被

災

さ

れ

た

方

々

へ

の

お

見

舞

い

を

述

べ

た

後

、

現

在

、

本

部

長

と

し

て

勤

務

し

て

い

る

東

京

地

方

協

力

本

部

の

任

務

等

に

つ

い

て

紹

介

し

た

。

ま

た

、

こ

れ

ま

で

の

自

衛

隊

勤

務

に

お

い

て

印

象

に

残

っ

て

い

る

事

項

と

し

て

、

東

日

本

大

震

災

を

含

む

10

回

の

災

害

派

遣

を

挙

げ

、

指

揮

官

と

し

て

活

動

し

た

際

は

、

「

全

て

は

被

災

者

の

た

め

に

」

と

い

う

意

識

の

下

、

懸

命

に

活

動

す

る

部

下

隊

員

を

誇

り

に

思

う

と

と

も

に

、

一

番

嬉

し

い

の

は

、

地

域

の

皆

様

か

ら

の

感

謝

の

言

葉

で

あ

る

と

述

べ

た

。

次

い

で

、

自

衛

官

の

人

材

育

成

に

つ

い

て

、

職

域

が

幅

広

い

こ

と

や

教

育

が

充

実

し

て

い

る

こ

と

、

給

与

、

処

遇

に

つ

い

て

解

説

し

た

。

最

後

に

保

護

者

に

向

け

た

サ

ポ

ー

ト

態

勢

に

つ

い

て

案

内

す

る

と

と

も

に

、

自

衛

官

募

集

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

等

を

紹

介

し

、

最

寄

り

の

募

集

事

務

所

等

へ

の

来

所

を

呼

び

か

け

締

め

く

く

っ

た

。

本本本本

部部部部

長長長長

がががが

ララララ

ジジジジ

オオオオ

でででで

自自自自

衛衛衛衛

隊隊隊隊

をををを

ＰＰＰＰ

ＲＲＲＲ

ララララジジジジオオオオ出出出出演演演演中中中中のののの岸岸岸岸良良良良本本本本部部部部長長長長

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

岸

良

陸

将

補

）

は

１

月

28

日

、

東

京

都

調

布

市

武

蔵

の

森

総

合

ス

ポ

ー

ツ

プ

ラ

ザ

に

お

い

て

実

施

さ

れ

た

「

外

国

人

の

た

め

の

防

災

訓

練

」

に

お

い

て

、

東

京

都

生

活

文

化

局

か

ら

の

依

頼

に

よ

り

広

報

ブ

ー

ス

を

開

設

し

た

。

展

示

エ

リ

ア

に

は

東

京

地

本

の

ほ

か

、

東

京

消

防

庁

や

警

視

庁

調

布

警

察

署

等

あ

わ

せ

て

24

個

の

ブ

ー

ス

が

並

ん

だ

。

当

日

は

都

内

在

住

外

国

人

及

び

大

使

館

職

員

等

２

２

４

名

が

参

加

し

、

６

個

の

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

各

ブ

ー

ス

等

を

研

修

し

た

。

東

京

地

本

の

ブ

ー

ス

で

は

自

衛

隊

Ｌ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

Ｈ

Ａ

Ｃ

Ｋ

（

ラ

イ

フ

ハ

ッ

ク

）

を

参

考

に

災

害

が

起

き

た

時

の

正

し

い

行

動

を

ク

イ

ズ

形

式

で

出

題

し

た

。

参

加

者

は

両

腕

で

〇

や

×

を

作

っ

て

ク

イ

ズ

に

回

答

し

、

参

加

者

体

験

型

の

わ

か

り

や

す

い

防

災

教

育

に

真

剣

に

取

り

組

ん

で

い

た

。

災

害

時

に

必

要

な

生

活

用

品

等

を

身

の

周

り

の

も

の

で

作

る

場

面

で

は

、

ネ

ク

タ

イ

や

手

拭

い

で

止

血

す

る

方

法

、

懐

中

電

灯

と

レ

ジ

袋

で

作

る

ラ

ン

タ

ン

等

を

展

示

し

た

。

ビ

ニ

ー

ル

シ

ー

ト

と

新

聞

紙

で

寝

袋

を

作

る

コ

ー

ナ

ー

で

は

、

実

際

に

中

に

入

っ

て

寝

心

地

を

確

か

め

る

参

加

者

も

い

て

「

と

て

も

暖

か

い

。

こ

の

シ

ー

ト

は

普

通

の

お

店

で

手

に

入

る

よ

う

な

レ

ジ

ャ

ー

シ

ー

ト

で

も

良

い

の

で

す

か

」

等

の

質

問

も

あ

っ

た

。

体体体体

験験験験

型型型型

のののの

訓訓訓訓

練練練練

でででで

防防防防

災災災災

意意意意

識識識識

をををを

向向向向

上上上上

～～～～

「「「「

外外外外

国国国国

人人人人

のののの

たたたた

めめめめ

のののの

防防防防

災災災災

訓訓訓訓

練練練練

」」」」

にににに

広広広広

報報報報

ブブブブ

ーーーー

スススス

をををを

出出出出

展展展展

～～～～

訓訓訓訓練練練練にににに参参参参加加加加すすすするるるる外外外外国国国国人人人人等等等等

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

練

馬

地

域

事

務

所

（

所

長

森

田

３

陸

尉

）

は

1

月

13

日

、

豊

島

園

駅

前

広

場

に

お

い

て

市

街

地

広

報

を

実

施

し

た

。
当

日

は

、

練

馬

区

の

レ

ジ

ャ

ー

施

設

「

と

し

ま

え

ん

」

に

お

い

て

、

「

練

馬

区

成

人

の

日

の

つ

ど

い

」

が

開

催

さ

れ

た

た

め

、

会

場

最

寄

り

の

豊

島

園

駅

を

利

用

す

る

新

成

人

や

そ

の

家

族

等

に

、

２

～

３

月

の

自

衛

官

候

補

生

試

験

日

程

を

掲

載

し

た

チ

ラ

シ

を

配

布

し

た

。

広

報

官

の

声

掛

け

に

足

を

止

め

た

自

衛

隊

幹

部

候

補

生

の

受

験

を

希

望

す

る

新

成

人

や

子

供

を

自

衛

隊

に

入

れ

た

い

と

言

う

保

護

者

等

は

、

採

用

試

験

の

詳

細

に

つ

い

て

真

剣

に

耳

を

傾

け

、

多

く

の

人

が

自

衛

隊

イ

ベ

ン

ト

等

に

関

心

を

示

し

て

い

た

。

成

人

の

つ

ど

い

に

制

服

姿

で

参

加

し

た

防

衛

大

学

校

の

２

年

生

は

、

広

報

官

を

見

つ

け

る

と

「

広

報

活

動

頑

張

っ

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

五

反

田

募

集

案

内

所

（

所

長

小

澤

１

陸

尉

）

は

１

月

13

日

、

品

川

区

の

大

井

町

駅

前

に

お

い

て

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

品

川

支

部

（

以

下

「

募

集

相

談

員

」

）

と

共

に

、

市

街

地

広

報

を

実

施

し

た

。

当

日

は

、

隣

接

す

る

「

き

ゅ

り

あ

ん

」

（

品

川

区

立

総

合

区

民

会

館

）

で

「

品

川

区

成

人

の

日

の

集

い

」

が

開

催

さ

れ

た

た

め

、

五

反

田

募

集

案

内

所

の

広

報

官

と

募

集

相

談

員

ら

は

往

来

す

る

多

数

の

新

成

人

や

そ

の

家

族

等

に

お

祝

い

の

言

葉

を

か

け

な

が

ら

２

月

に

実

施

す

る

自

衛

官

候

補

生

採

用

試

験

の

日

程

や

職

業

説

明

会

の

案

内

を

差

し

込

ん

だ

ポ

ケ

ッ

ト

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

手

渡

し

た

。

五

反

田

募

集

案

内

所

の

活

動

に

協

力

し

た

10

名

の

募

集

相

談

員

ら

は

、

新

た

に

作

成

し

た

お

揃

い

の

帽

子

を

参

加

者

全

員

が

着

用

し

、

新

成

人

等

に

積

極

的

に

声

を

掛

け

、

例

年

を

上

回

る

数

の

チ

ラ

シ

を

配

布

し

、

新

成

人

の

保

護

者

か

ら

「

ご

苦

労

様

で

す

。

頑

張

っ

て

く

だ

さ

い

」

等

、

労

い

の

言

葉

を

か

け

ら

れ

る

場

面

も

あ

っ

た

。

（

東

京

地

方

協

力

本

部

）

成成成成

人人人人

のののの

日日日日

にににに

市市市市

街街街街

地地地地

広広広広

報報報報

広広広広報報報報官官官官のののの説説説説明明明明にににに耳耳耳耳

をををを傾傾傾傾けけけけるるるる女女女女性性性性達達達達

募募募募

集集集集

相相相相

談談談談

員員員員

とととと

共共共共

にににに

成成成成

人人人人

をををを

おおおお

祝祝祝祝

いいいい

募募募募集集集集相相相相談談談談員員員員とととと共共共共にににに成成成成人人人人ををををおおおお祝祝祝祝いいいい

地地地地本本本本

TTTTwwwwiiiitttttttteeeerrrr

て

く

だ

さ

い

」

と

挨

拶

し

、

現

地

で

本

部

長

か

ら

祝

福

の

言

葉

を

掛

け

ら

れ

る

場

面

も

あ

っ

た

。

練

馬

地

域

事

務

所

で

は

今

後

も

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

活

動

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

て

も

ら

う

た

め

、

地

域

に

密

着

し

た

広

報

活

動

を

実

施

し

、

募

集

業

務

に

繋

げ

て

い

く

と

し

て

い

る

。


